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　早いもので、2019 年度栃木県看護協会総会が

開催される時期になりました。この一年間、皆

様にご支援とご協力を賜り心より感謝申し上げ

ます。平成 30 年度事業に関しましては、概ね計

画通りに進められたと評価しております。これ

もひとえに皆様のおかげと感謝いたしておりま

す。

　さて、数年来の累積マイナス収支による経営

困難からの脱却として、費用削減と増収のため

の施策を実施してまいりました。その結果、平

成 29 年度に引き続き平成 30 年度も経営安定で

報告できますことに安堵いたしております。公

益社団法人会計に準拠しつつ、未来に向けて特

定資産の積み立てもできる運びとなりました。

皆様の期待する看護協会の健全経営にシフトで

きたと評価しております。これからもなお一層、

無駄のない効率的な運営と経営を使命として邁

進していきたいと考えております。

　さて、昨年度 4月より市町により包括ケアシ

ステムが本格始動しました。それを見込んで組

織強化した 7つの地区支部については各支部長

公益社団法人栃木県看護協会　会長　渡邊 カヨ子

2019年度栃木県看護協会通常総会の開催にあたって

（理事）が役割意識を持って支部運営に当たり軌

道に乗ってきております。今後も地域全体を俯

瞰し看護職として役割発揮をしてくれることを

願っております。

　一方、人材不足については一朝一夕には難し

い課題であります。しかし昨年度から、看護職

の資格を持ちながら勤めていない方の就職相談

会を 2 回実施しました。初回は PR 不足があり

ましたが 2回目は手応えを感じております。今

年度も引き続き実施する予定であります。再就

職のきっかけ作りとして、多くの方に参加をし

てほしいと願っております。

　また新しい企画として看護学部、看護学校の

推薦により卒業生 1名に看護協会長表彰「輝く

ナースになるで賞」を授与することになりまし

た。昨年度は 13 名の推薦をいただき全員に授与

することができました。この企画は会員の声か

ら生まれたものであります。今後も会員の皆様

の声に耳を傾けながら、看護協会運営をしてい

きたいと存じます。今年度もよろしくお願い申

し上げます。
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通常総会提出議題通常総会提出議題通常総会提出議題 　公益社団法人日本看護協会の2019年度通常総会は2019年6月6日
（木）函館アリーナで開催されます。栃木県看護協会は6月15日（土）とちぎ
健康の森講堂で開催いたします。
　会員の皆さまに一人ひとりに提出議題を十分にご検討いただけますよう
に、その内容についてお知らせいたします。

報告事項
　報告事項１　2018年度活動報告
　　重点事業を中心に事業展開した。詳細は、「2019年度総会要綱」に記載する。
　報告事項２　2018年度決算報告及び監査報告
　　決算及び監査の内容については、「2018年度決算報告書・2019年度収支予算書」に掲載する。
　報告事項３　2019年度重点事業及び事業計画（P5〜9参照）
　報告事項４　2019年度収支予算（P10〜11参照）

2019年度重点事業
　地域包括ケアの実現に向けた社会保障制度改革が推進される中、2018年3月には栃木県保健医療計画が策定
されました。誰もが住み慣れた地域において健康で、安心して暮らすことができる環境を整備するため、質
の高い医療を効率的に提供する体制を確保し、保健・医療・福祉サービスを一体的に提供する地域包括ケ
アシステムの構築が進められています。
　このような中、どの領域においても医療と生活の視点を持った看護提供が求められており、看護職の役割
発揮が期待されています。
　栃木県看護協会は、本協会の基本理念である「県民の健康な生活の実現」を目指して、「看護の質の向
上」「働き続けられる環境づくり」「人々のニーズに応える社会貢献」を使命に掲げて活動を推進しており
ます。
　2018年度は、地域包括ケア推進の要となる地区支部活動を推進し、地域における看護職間のネットワーク
の強化と政策力の強化に取り組んできました。
　2019年度も県民の期待に応えられる看護の実現をめざして、協会の使命・活動理念を軸に、次の５項目を
重点事業として取組んでまいります。

１．看護の安全性・専門性の向上と実践力の強化
１−１　第50回日本看護学会「在宅看護学術集会」の開催
１−２　看護職の教育研修事業の充実
１−３　特定行為に係る看護師の研修制度の普及・推進
１−４　准看護師の安全・安心な看護提供のための支援

２．地域包括ケアシステムの構築の推進
２−１　地域における看護職のネットワーク強化
２−２　地域包括ケア推進に対応する保健師の人材育成と確保
２−３　在宅・介護施設等における看護の機能強化

３．看護職の働き方改革の推進
３−１　勤務環境改善に向けた取り組み
３−２　看護職員の確保定着の推進

４．看護を普及啓発し、県民の健康づくりを支援
４−１　県民の健康づくりの支援
４−２　災害時の看護支援活動の充実

５．組織強化に向けた会員サービスの強化と会員増
５−１　組織強化と会員拡大
５−２　看護協会立訪問看護ステーション事業等の推進
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●12：00　開　場
　　　　　オリエンテーション
●13：00　開　会
　　　　　物故会員への黙祷
　　　　　会長挨拶
　　　　　来賓祝辞
　　　　　来賓紹介
　　　　　祝電披露
　　　　　（休憩）
●13：30　議長団選出
　　　　　議事録署名人選出
●13：40　議　事
　　　　　報告事項　
　　　　　　報告事項１　2018年度　活動報告

（総会・理事会・事業・委員会・
地区支部活動・日本看護協会
通常総会代議員）

　　　　　　報告事項２　2018年度　決算報告及び監査
　　　　　　　　　　　　報告
　　　　　　報告事項３　2019年度　重点事業及び事業
　　　　　　　　　　　　計画
　　　　　　報告事項４　2019年度　収支予算
　　　　　提出議題
　　　　　　第一号議案　2019年度　改選役員及び推薦

委員の選任（案）について
　　　　　　第二号議案　2020年度　日本看護協会通常

総会代議員及び予備代議員の
選出（案）について 

●15：40　新役員の紹介・旧役員への謝辞
　　　　　協会歌斉唱
●16：00　閉　会

2019年度　公益社団法人栃木県看護協会　通常総会プログラム
日　時　2019年6月15日（土）
場　所　とちぎ健康の森　2階　講堂

2019年度　公益社団法人栃木県看護協会　職能集会プログラム

保　　健　　師
とちぎ健康の森　１階　大会議室

８：40　 受　付

９：00　 オリエンテーション
　　　　  開　会
　　　　  委員長挨拶

９：10　 日本看護協会保健師
　　　 　 職能委員会報告

９：30　栃木県看護協会保健師
職能委員会報告

８：40　 受　付

９：00　 オリエンテーション
　　　　  開　会
　　　　  委員長挨拶

９：10　 日本看護協会助産師
　　　 　 職能集会報告

９：30　栃木県看護協会助産師
職能委員会報告

　　　　 １．研修会報告
　　　　 ２．その他

種　別
会　場

助　　産　　師
とちぎ健康の森　２階　小会議室

看　　護　　師
とちぎ健康の森　２階　講堂

開催日　2019年6月15日（土）

８：40　 受　付

９：10　 オリエンテーション
　　　　  開　会
　　　　  委員長挨拶

９：20　 日本看護協会看護師
　　　 　 職能集会報告

９：30　栃木県看護協会看護師
職能委員会報告

　　　　 １．研修会報告

９：50　休　憩

10：00　講演　（場所　講堂） 
　　　　 　「医療安全とリスク管理」　 
　　　　 　　　　講師　公益社団法人日本看護協会 
　　　　 　　　　　　　常任理事　熊谷　雅美

11：30　質疑応答

11：45　閉　会

プ
ロ
グ
ラ
ム
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１．第50回日本看護学会
　　「在宅看護学術集会」の開催
２．看護職の教育研修事業の充実

３．特定行為に係る看護師の研修
制度の普及・推進

４．准看護師の安全・安心な看護
提供のための支援

（継続）助産師の機能強化の推進

１　看護の安全性・専門性の向上と実践力の強化
事　　　業

（１）準備委員会活動の推進
（２）関係機関との連携
（１）一般・領域別・トピックス研修の充実
（２）各委員会の研修の充実
（３）地区支部研修の充実
（１）交流会の開催
（２）関係団体への働きかけ
（１）関係機関への働きかけ
（２）就業・進学相談窓口の設置
（３）質向上のための研修
（１）新人助産師の資質向上のための研修
（２）アドバンス助産師の養成
（３）助産師相互研修

内　　　容

教育研修課
会長・役員
関係委員会
教育研修課
各地区支部
教育研修課
会長・役員
会長・役員
ナースセンター課
教育研修課
関係委員会

教育研修課

主な担当

１．地域における看護職のネット
ワーク強化

２．地域包括ケア推進に対応する
　　保健師の人材育成と確保
３．在宅・介護施設等における
　　看護の機能強化
（継続）訪問看護事業所の機能
　　　　強化及び人材育成と確保

２　地域包括ケアシステムの構築の推進
事　　　業

（１）地区支部活動における連携推進
（２）病院、施設等訪問

（１）各保健師団体との連携
（２）関係機関への働きかけ
（１）介護施設等の課題の抽出
（２）研修会の開催
（１）訪問看護推進のための研修の充実
（２）関係団体との連携

内　　　容

各地区支部
会長・役員
ナースセンター課
関係委員会
会長・役員
関係委員会

在宅支援課・教育研修課
会長・役員

主な担当

１．勤務環境改善に向けた取り組
み

２．看護職員の確保定着の推進

３　看護職の働き方改革の推進
事　　　業

（１）ヘルシーワークプレイスの普及推進
（２）看護職の賃金に関する研修
（３）とちぎ医療勤務環境改善支援センター

と連携したＷＬＢの推進
（１）ナースセンター事業の強化
（２）復職支援研修事業
（３）潜在看護師・プラチナナースの支援

内　　　容

関係委員会
経営管理課
ナースセンター課

ナースセンター課

主な担当

　2019 年度　重点事業
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１．県民の健康づくりの支援

２．災害時の看護支援活動の充実

（継続）看護に関する普及啓発
　　　　事業の推進

４　看護を普及啓発し、県民の健康づくりを支援
事　　　業

（１）健康相談「まちの保健室」事業
（２）関係団体への教育事業

（１）災害支援事業への参加
（２）災害支援ナースの育成と組織体制整備
（１）看護週間における行事の実施
（２）県民に対する広報活動

内　　　容

関係委員会
各地区支部
経営管理課
関係委員会
経営管理課
関係委員会
ナースセンター課

主な担当

１．組織強化と会員拡大

２．看護協会立訪問看護ステーション
事業等の推進

（継続）看護協会の広報・ＨＰの
　　強化

５　組織強化に向けた会員サービスの強化と会員増
事　　　業

（１）会員の就学支援
（２）会員の拡大
　　①卒業生対象の看護学校訪問
　　②未加入施設への加入促進
　　③関係機関との連携強化
（１）健全経営の推進
　　①ＩＴ化による事業の効率化
　　②看護職ケアマネの強みを生かした
　　　事業の充実
　　③ナーシングホームの組織強化
（２）管理者及び職員の質の向上
　　①管理者会議の開催
　　②計画的な研修の受講
（１）看護とちぎの企画・編集
（２）ＨＰの内容の充実

内　　　容

関係委員会
各地区支部
ナースセンター課
経営管理課
会長・役員
在宅支援課

関係委員会
ＨＰ職場委員会
経営管理課

主な担当
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　Ⅰ−2　在宅医療の推進に関する事業

事　　業 具体的計画など

１　訪問看護及び居宅介護支援	 経営改善と安定した事業の展開
　　事業の運営	 　①　介護保険による訪問看護サービスの実施
	 　②　医療保険による訪問看護サービスの実施
	 　③　その他の制度による訪問看護サービスの実施
⑴　訪問看護ステーション事業	 訪問看護年間目標延べ件数等
　　の充実	 ・とちぎ訪問看護ステーションうつのみや　　　　訪問件数	 7,680件
　　	 ・とちぎ訪問看護ステーションいまいち　　　　　訪問件数	 5,400件
　	 ・とちぎ訪問看護ステーションみぶ　　　　　　　訪問件数	12,900件
　　	 ・とちぎ訪問看護ステーションくろばね　　　　　訪問件数	 6,000件
　　	 ・とちぎ訪問看護ステーションおやま　　　　　　訪問件数	 9,720件
　　	 ・とちぎ訪問看護ステーションたかねざわ　　　　訪問件数	10,500件
　	 ・とちぎ訪問看護ステーションあしかが　　　　　訪問件数	15,155件
⑵　居宅介護支援事業　	 ・居宅介護支援事業所うつのみや　　ケアプラン作成目標数	 1,068件
　　ケアプラン作成や相談支援	 ・居宅介護支援事業所みぶ　　　　　ケアプラン作成目標数	 696件
　　	 ・居宅介護支援事業所おやま　　　　ケアプラン作成目標数	 660件
　　	 ・居宅介護支援事業所たかねざわ　　ケアプラン作成目標数	 996件
　　	 ・居宅介護支援事業所あしかが　　　ケアプラン作成目標数	 1,320件
⑶　ナーシングホーム事業	 ・ナーシングホームあしかが　　　　８床　　ベット稼働率　70％
⑷　訪問看護・居宅介護支援事	 ・職員の自己評価　　　　年１回
　　業の質評価
⑸　看護職員等の資質向上	 ・各団体主催の研修会への参加
　　	 ・事業所主催の勉強会の実施
　	 ・看護管理者研修への参加
　　	 ・特定行為研修への参加
　　	 ・主任介護支援専門員研修への参加
⑹　看護職・看護学生等に対す	 ・看護大学生・看護専門学生・看護職・医科大学生等
　　る教育支援
　　看護職・看護学生等の実習　　看護基礎教育  10校　　約1,200名
　　受け入れ

　2019 年度　事業計画
Ⅰ．公益目的事業　　　　　　　　　　　　	 	 	 	 	 	
　Ⅰ−1　看護師の安全性・専門性の向上と実践能力の強化に関する事業

事　　業 具体的計画など

1　看護職の質向上の支援
⑴　継続教育に関する事業
　　①教育研修	 47研修（51日）	 人数	 3,290名
　　②県受託研修	 21研修（116日）	 人数	 1,700名
⑵　各職能および地区支部の研修	 39研修（39日）	 人数	  1,660名
⑶　認定看護管理者育成事業	 ２研修（50日）	 人数	 146名
⑷　医療安全対策推進事業	 １研修（７日）	 人数	 85名
⑸　災害支援ナース育成事業	 ２研修（４日）	 人数	 180名
⑹　社会経済福祉委員会事業	 ２研修（２日）	 人数	 140名
	 計　117研修（269日）	人数	 7,201名
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　Ⅰ−3　看護職の労働環境等の改善及び雇用の質の向上等確保定着事業

事　　業

事　　業

具体的計画など

具体的計画など

⑺　地域住民への健康づくり活	 ・地域住民に対する在宅療養者への相談・助言　　　
　　動支援	         　　　　　　　　　　　　  来所＆電話相談　　随時
	 ・管轄地域市町における健康づくり活動への参加協力  15回程度
⑻　関係機関との連携強化	 ・保健・医療・福祉関係機関、専門職等との連携会議
⑼　各種会議	 ・事業所長会議　年12回
	 ・居宅支援業務会議　年３回
	 ・副所長・主任会議　年６回
	 ・事務職ＷＥＢ会議　年12回
	 ・ナーシングホームあしかが運営会議　年４回程度
２　入退院連携共通シート推進	 ・地区支部における退院支援 看・看連携研修会の開催
　　事業
３　多職種連携会議	 ・随時

１　看護職員確保定着の推進
⑴　ナースセンター事業	 ・栃木県ナースセンター事業運営委員会の開催
　ア　看護師等無料職業紹介事業	 ・看護師等無料職業紹介所　（月〜金）
　　　（eナースセンター）	 ・求人・求職就業等の目標利用件数　年5,000件
	 　目標就業件数　年200件
	 ・就業ガイダンス等への参加　年１回
	 ・求人情報紙の作成及び発行　毎月１回
・「看護師等の届出制度」	 ・看護職の届出サイト「とどけるん」の周知PRと登録者支援
	 ・登録目標　年200件
・就業相談	 ・利用者ニーズに応じた再就業支援
・離職者調査・看護職の離職防止	 ・アンケートにより退職理由を把握し分析
　イ　ハローワーク等との連携	 ・求人情報紙の提供と情報交換
	 ・「ナースセンター通信」の発行
	 ・施設訪問
	 ・「ナースセンター・ハローワーク連携事業」（ハローワーク宇都宮）
	 ・月１回（13：30〜15：30）の求職者相談、支援　１回４名（予約制）
	 ・就職相談会：年２回・会場：研修センター（11月．２月頃予定）
	 　200床以下の病院、診療所、介護系施設等の施設説明会と求職者との就業
	 　相談会を実施する。
⑵　復職支援研修事業	
　ア　研修事業	 ・看護職員再就業支援研修の開催
	 ・訪問看護師養成講習会　　定員　40名　
	 　　訪問看護eラーニング・集合研修（講義と演習）・実習
２　働きやすい環境づくりの推進	
⑴ 　看護職の労働環境整備の推進	 ・関係委員会の開催　　　年４回
	 ・研修会の開催　　　　　年２回
⑵ 　看護職のワーク・ライフ・　	・看護職確保定着（WLB）推進委員会の開催　　　年３回程度
　　バランス（WLB）推進事業	 ・WLB推進事業参加施設の支援
	 ・インデックス調査（看護職個人調査・施設調査）の実施
	 　（29年度参加施設３施設予定）
⑶ 　看護職のワーク・ライフ・バラ	 ・看護職のワーク・ライフ・バランス（WLB）推進ワークショップ開催　１日間
　　ンス（WLB）推進ワークショッ	 ・看護職のワーク・ライフ・バランス（WLB）推進フォローアップワークショップ
　　プ等の企画・運営	 　開催      半日
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　Ⅰ−4　看護を普及啓発し、県民の健康づくりの支援に関する事業

Ⅱ．その他の事業
　Ⅱ−1　公益社団法人事業の展開と組織強化に関する事業

事　　業

事　　業

具体的計画など

具体的計画など

１　看護に関する普及啓発
⑴　看護週間における行事	
　ア 「看護の日」記念行事の開催	 ・年１回　とちぎ健康の森、多目的フロアほか
	 　記念講演　　講師　青田賢之　
	 　　　　　　　テーマ：「誰もが住み慣れた地域でくらし続けるために」
	 　　　　　　　　　　　　〜地域共生社会をめざして〜
	 　　　延べ800名目標
　	 ・まちの保健室
	 　（血圧・体脂肪測定、健康相談、超音波骨密度測定、タッチケア、	
	 　　AED体験、その場でできる応急処置、災害支援ナース活動の紹介、
	 　　進路・就職相談、看護に関するセミナー、看護職の魅力紹介、他）
　イ　ふれあい看護体験	 ・実施期間５月１日〜8月31日まで　　
	 　施設協力　約50施設・体験約890名、体験者の中から３名を選出し記念
	 　行事の開催日に体験発表する。
	 ・「看護への道」を発行・配布　12,000部発行
　	 ・「看護の出前事業」の実施
	 　　「看護への道」冊子利用　　　開催　年10回程度
	 ・看護学生への就労啓発事業の実施
	 　　看護系教育施設での出前授業　目標20校程度
２　県民の健康づくり支援	
⑴　健康相談「まちの保健室」事業	 ・対面式健康相談
　	 　地区支部担当　年26回　1,700名
	 　（宇都宮地区支部）場所　FKD宇都宮店　
	 　　　　　　　　　　年６回　奇数月第３土曜日、対象  地域住民  400名
	 　（他、地区支部開催）場所　学校、百貨店、イベント他
	 　（看護協会主催）場所　とちぎ健康の森　年19回　50名
⑵　研修会・講演会の開催	 ・認知症、在宅医療、感染予防他
⑶　関係団体への教育事業	 ・研修会の開催
　	 ・出前講座及び相談、講師の派遣
	 ・ヒューマンフェスタへの参加　　
	 　　11月予定　対象　400名	

１　組織強化と会員拡大
⑴　会員支援	 ・会員の就学支援
２　会員の福利厚生	 ・表彰及び推薦
	 ・会員慶弔見舞い
	 ・会員特典等の拡大
３　組織強化
⑴　総会等の開催	 ・総会の開催
	 ・理事会、協議会等の開催
⑵　関連機関との連携強化	 ・日本看護協会との連携
	 ・栃木県及び関連団体の役員・委員として参画
	 ・県要望提出等
	 ・外部団体からの共催、後援依頼等に関する事項
４ 　会員数の増大
⑴　会員数の増加　	 ・目標　11,790名
　ア　新人看護師等に関する加	 ・看護管理者、教育担当者及び介護福祉施設等への働きかけ
　　　入推進
　イ　未加入者施設への加入推進	 ・協会活動のPR
５　看護協会の広報・ＨＰの強化	 ・「看護とちぎ」の企画、発行　年４回　各13,000部　　委員会　年８回
	 ・「防災ハンドブック」への広告掲載及びラジオでの協賛社名放送
	 ・ホームページのリニューアル（適宜）
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１．役員　改選（11名）
役　職　名 氏　　　名 施　　設　　名 推薦 立候補

宇都宮市役所
公益社団法人栃木県看護協会
自治医科大学附属病院
栃木県県南高等看護専門学院
那須赤十字病院
西方病院
栃木県立衛生福祉大学校
足利赤十字病院
今井病院
宇都宮リハビリテーション病院
税理士法人アミック＆パートナーズひまわり事務所

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

2019年度
公益社団法人栃木県看護協会　理事・監事・委員候補者一覧

2019年度
公益社団法人栃木県看護協会　理事・監事・委員候補者一覧

副 会 長
専務理事
常任理事

保健師職能理事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
監　　事

増　淵　美　樹
鱒　渕　清　子
渡　邉　芳　江
金　澤　優　子
高　橋　美知子
細　野　克　子
亀　井　令　子
勅使河原　由江
高　田　静　子
相　田　奈津江
佐々木　　　隆

２．推薦委員（7名）
役　職　名 氏　　　名 施　　設　　名 推薦 立候補

国際医療福祉大学病院
大田原市役所
佐野厚生総合病院
自治医科大学附属病院
獨協医科大学病院
栃木県立衛生福祉大学校
済生会宇都宮病院

1
2
3
4
5
6
7

○
○
○
○
○
○
○

委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員

�　田　恵津子
藤　田　律　子
吉　田　登美恵
工　藤　清　子
小　山　喜代美
矢　口　君　江
鈴 木 晴 雄

３．保健師・助産師・看護師職能委員（保５名・助４名・看７名）
役　職　名 氏　　　名 施　　設　　名 推薦 立候補

鹿沼市役所
宇都宮市役所
県東健康福祉センター
県北健康福祉センター
栃木健康福祉センター
済生会宇都宮病院
自治医科大学附属病院
芳賀赤十字病院
獨協医科大学病院
国際医療福祉大学塩谷病院
獨協医科大学病院
栃木県立がんセンター
済生会宇都宮病院看護専門学校
芳賀赤十字病院
特別養護老人ホーム桜の華
とちぎメディカルセンター介護老人保健施設とちぎの郷

1
2
3
4
5
1
2
3
4
1
2
3
4
5
6
7

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

保健師職能委員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員

助産師職能委員
委　　員
委　　員
委　　員

看護師職能委員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員

根　本　幸　子
大　友　昌　子
田　沼　かおり
原　田　千佳子
根 本 徳 子
星　　　宏　枝
塚　田　祐　子
山　本　仁　美
増　渕　香代子
磯　部　由美子
生　井　郁　子
檜　山　孝　子
余　川　由紀子
石　崎　礼　子
佐　藤　里　美
福　田　裕美子

　公益社団法人栃木県看護協会定款第５章、細則第４章に基づき、理事10名、監事１名、推薦委員７名、保
健師職能委員５名、助産師職能委員４名、看護師職能委員７名、計34名の立候補者を推薦並びに候補の受付
を行いました。

推薦委員長　大竹　公子
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氏　名

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

副会長

副会長

専務理事

常任理事

保健師職能委員長

助産師職能委員長

看護師職能委員長

准看護師代表

宇都宮地区代表

県北地区代表

県西地区代表

看護師職能代表

　2020年度公益社団法人日本看護協会通常総会代議員数について、定款・細則に基づき公益社団法人栃
木県看護協会は「12名」の代議員並びに同数の予備代議員が決まり、公益社団法人日本看護協会より通
知がありました。

推薦委員長　大竹　公子

公益社団法人日本看護協会通常総会　代議員並びに予備代議員
2020年度

公益社団法人日本看護協会通常総会　代議員並びに予備代議員
2020年度

朝　野　春　美

増　淵　美　樹

鱒　渕　清　子

渡　邉　芳　江

金　澤　優　子

佐　藤　君　江

齋　藤　由利子

相　田　奈津江

小　川　洋　子

高　橋　美知子

駒　場　悦　子

濱　本　明　代

代議員（保健師3　助産師2　看護師6　准看護師1）
役　　　職

氏　名

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

看護師代表

保健師代表

栃木県看護協会

栃木県看護協会

保健師職能委員

助産師職能委員

看護師職能委員

准看護師代表

宇都宮地区代表

栃木地区代表

安足地区代表

看護師職能代表

河　原　美智子

吉　澤　佐知子

太　田　恵美子

和　気　実奈子

小野澤　典　子

星　　　宏　枝

生　井　郁　子

関　口　千　恵

穂　高　律　子

仁戸部　富　恵

勅使河原　由江

黒　崎　雅　子

役　　　職

予備代議員（保健師2　助産師2　看護師7　准看護師1）
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平成30年度  医療安全推進キャンペーン－プロジェクト愛－  実施報告 2019年度　医療安全管理者養成研修のご案内

【 医療安全推進活動成功のコツと障害について 】
●身体も頭も休めて心で聴く、響いた。医療安全についての考え方を3つの病院施設を例にわかり
やすかった。
●老健施設と病院の視点の違いを知ることができた。

【 特別講演「医療事故被害者遺族からの提言」 】
●貴重な“生”の声を聴くことができて良かった。
●ご遺族の立場での当時の心・思いが理解できた。寄り添うこと、言葉かけ、コミュニケーション能力が
とても大切なことを改めて強く感じた。

＜ 受講者の声　原文のまま引用 ＞

＜アンケート結果より、年齢・研修のねらいの達成状況抜粋引用＞

32%

37%

3%

11%

11%

6%
20歳～24歳
25歳～29歳
30歳～34歳
35歳～39歳
40歳～49歳
50歳以上
無回答、エラー

年齢
■
■
■
■
■
■
■

①
②
③
④
⑤
⑥
×

■
■
■
■
■
■
■

①
②
③
④
⑤
⑥
×

30%

70%

達成できた
やや達成できた
あまり達成できなかった
達成できなかった
―
―
無回答、エラー

研修のねらいの達成状況
■
■
■
■
■
■
■

①
②
③
④
⑤
⑥
×

■
■
■
■
■
■
■

①
②
③
④
⑤
⑥
×

＜ 医療安全対策推進委員会　　セーフティシェアリング ＞ Vol.８

ご遺族の思いを伝えてくださる北田先生3 名の講師によるパネルディスカッション

ImSAFERを用いた事例分析・対策立案
講師：河野龍太郎先生

チーム STEPPS を用い、
安全文化の醸成を学ぶ
講師：永井智恵美先生

細野理事から、
受講修了書の授与

平成30年12月1日（土）開催日

63名（病院、訪問看護ステーションなど）参加者

内容及び講師

　国の医療安全施策の動向として、2018年4月に新設された「医
療安全対策地域連携加算」において医療安全管理研修受講が義
務付けられました。
　「医療安全管理者養成コース」の研修は重要な役割になります。
　非会員の皆様も受講が可能です。お待ちしております。

医療安全管理者養成研修の足跡医療安全管理者養成研修の足跡

申し込み期間 5月1日～5月15日

※ 研修会場は、8月29日、30日はコンセーレ。それ以外は研修センターになります。

午前：医療安全推進活動成功のコツと障害について
　　　講師　野中　正美先生、篠崎眞由美先生、永井智恵美先生
午後：特別講演「医療事故被害者遺族からの提言」
　　　講師　北田　淳子先生

1日目
7月27日（土）

2日目
7月29 日（月）

3日目
8月29日（木）

4日目
8月30日（金）

5日目
9月21日（土）

6日目
10月4日（金）

7日目
10月5日（土）

栃木県立がんセンター
永井智恵美先生
JCHOうつのみや病院
星野　紀恵先生
㈱安全推進研究所代表取締役所長
河野龍太郎先生
㈱安全推進研究所代表取締役所長
河野龍太郎先生
栃木県立がんセンター
永井智恵美先生
中京大学法科大学院教授
稲葉　一人先生
患者・家族と医療をつなぐNPO法人
架け橋
豊田　郁子先生

開会式　
医療安全の基礎的知識・安全管理体制の構築

医療安全についての職員に対する研修企画・運営

医療安全に資する情報収集と分析・対策立案・
フィードバック・評価
医療安全に資する情報収集と分析・対策立案・
フィードバック・評価

安全文化の醸成

事故発生時の対応・医療倫理・対話推進
（公開講座：医療安全推進担当者研修）
医療安全管理者の継続学習について

（公開講座：医療安全管理者フォローアップ研修）
閉講式

栃木県看護協会では、2007年より「医療安全管理者養成研修」を開催し、
2018年までに、県内64施設から251名の方が受講修了しました。
各医療現場で、安全文化の醸成に取り組み、活躍しています。
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平成30年度  医療安全推進キャンペーン－プロジェクト愛－  実施報告 2019年度　医療安全管理者養成研修のご案内

【 医療安全推進活動成功のコツと障害について 】
●身体も頭も休めて心で聴く、響いた。医療安全についての考え方を3つの病院施設を例にわかり
やすかった。
●老健施設と病院の視点の違いを知ることができた。

【 特別講演「医療事故被害者遺族からの提言」 】
●貴重な“生”の声を聴くことができて良かった。
●ご遺族の立場での当時の心・思いが理解できた。寄り添うこと、言葉かけ、コミュニケーション能力が
とても大切なことを改めて強く感じた。

＜ 受講者の声　原文のまま引用 ＞

＜アンケート結果より、年齢・研修のねらいの達成状況抜粋引用＞

32%

37%

3%

11%

11%

6%
20歳～24歳
25歳～29歳
30歳～34歳
35歳～39歳
40歳～49歳
50歳以上
無回答、エラー

年齢
■
■
■
■
■
■
■

①
②
③
④
⑤
⑥
×

■
■
■
■
■
■
■

①
②
③
④
⑤
⑥
×

30%

70%

達成できた
やや達成できた
あまり達成できなかった
達成できなかった
―
―
無回答、エラー

研修のねらいの達成状況
■
■
■
■
■
■
■

①
②
③
④
⑤
⑥
×

■
■
■
■
■
■
■

①
②
③
④
⑤
⑥
×

＜ 医療安全対策推進委員会　　セーフティシェアリング ＞ Vol.８

ご遺族の思いを伝えてくださる北田先生3 名の講師によるパネルディスカッション

ImSAFERを用いた事例分析・対策立案
講師：河野龍太郎先生

チーム STEPPS を用い、
安全文化の醸成を学ぶ
講師：永井智恵美先生

細野理事から、
受講修了書の授与

平成30年12月1日（土）開催日

63名（病院、訪問看護ステーションなど）参加者

内容及び講師

　国の医療安全施策の動向として、2018年4月に新設された「医
療安全対策地域連携加算」において医療安全管理研修受講が義
務付けられました。
　「医療安全管理者養成コース」の研修は重要な役割になります。
　非会員の皆様も受講が可能です。お待ちしております。

医療安全管理者養成研修の足跡医療安全管理者養成研修の足跡

申し込み期間 5月1日～5月15日

※ 研修会場は、8月29日、30日はコンセーレ。それ以外は研修センターになります。

午前：医療安全推進活動成功のコツと障害について
　　　講師　野中　正美先生、篠崎眞由美先生、永井智恵美先生
午後：特別講演「医療事故被害者遺族からの提言」
　　　講師　北田　淳子先生

1日目
7月27日（土）

2日目
7月29 日（月）

3日目
8月29日（木）

4日目
8月30日（金）

5日目
9月21日（土）

6日目
10月4日（金）

7日目
10月5日（土）

栃木県立がんセンター
永井智恵美先生
JCHOうつのみや病院
星野　紀恵先生
㈱安全推進研究所代表取締役所長
河野龍太郎先生
㈱安全推進研究所代表取締役所長
河野龍太郎先生
栃木県立がんセンター
永井智恵美先生
中京大学法科大学院教授
稲葉　一人先生
患者・家族と医療をつなぐNPO法人
架け橋
豊田　郁子先生

開会式　
医療安全の基礎的知識・安全管理体制の構築

医療安全についての職員に対する研修企画・運営

医療安全に資する情報収集と分析・対策立案・
フィードバック・評価
医療安全に資する情報収集と分析・対策立案・
フィードバック・評価

安全文化の醸成

事故発生時の対応・医療倫理・対話推進
（公開講座：医療安全推進担当者研修）
医療安全管理者の継続学習について

（公開講座：医療安全管理者フォローアップ研修）
閉講式

栃木県看護協会では、2007年より「医療安全管理者養成研修」を開催し、
2018年までに、県内64施設から251名の方が受講修了しました。
各医療現場で、安全文化の醸成に取り組み、活躍しています。
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協力企業 優待内容 利用条件 所在地・TEL

アルファクラブ㈱ 宇都宮市滝の原2-4-25
☎028-638-5000

宇都宮市大通り5-3-9

日光市山内2339-1
☎0288-53-3751

会員証を提示

会員証を提示

会員証を提示

葬儀一式20％OFF
会館使用料20％OFF

婚礼衣装30％OFF
会場費は無料
送迎バス（御両家）各1台無料提供

各店舗とも食事の場合、グラス
ワインorソフトドリンク一杯を
サービス

日光総業㈱の運営レストラン
○西洋料理「明治の館」
○明治の館別館「游晏山房」
○ステーキハウス「みはし」
○精進料理「堯心亭」
○霧降高原「山のレストラン」

東京都千代田区内幸町1-1-1
☎03-3504-1111
予約　☎03-3539-8187
問い合わせ　☎03-3539-8046

（参注）四季によりレストランと
メニューは変わる。

9％～31％割引料金

20％～38％割引料金

帝国ホテル東京レストラン

〇トラディショナルダイニング
　ラブラスリー（タワー館地下1階）
〇カジュアルレストラン
　パークサイドダイナー（本館1階）

【葬祭部】さがみ典礼・県内33葬祭施設

【冠婚部】ベルヴィグループ

帝国ホテル提供
の「栃木県看護
協会様向け優待
券」を提示する。

ビッグツリー
スポーツクラブ

矢板カントリークラブ

癒しハウス蘭

入会金＋事務手数料 8,000円が無料
月会費1,000円引き

（会員本人とともに看護協会職員も）
宇都宮市桜5-2-5
☎028-639-7777

矢板市平野1364
☎0287-44-1121

宇都宮市峰4-24-20
☎090-7403-2116

会員証を提示

医療法人ＤＩＣ
宇都宮セントラルクリニック

「3ＤマンモグラフィーＴＯＭＯ＋
超音波」検査
20,000円を7,000円に（税別）

宇都宮市屋板町561-3
☎028-657-7300

会員証を提示

会員証を提示
（完全予約制）

プレー料金をビジター料金より
10％OFF

鬼怒川カントリ̶クラブ 日光市高徳62
☎0288-21-8111

会員証を提示
プレー料金をビジター料金より
平日は20～10％引き
土日は15～10％引き

Ｕｎ Ｒeve(アンレーヴ）那須店
那須塩原市沓掛414-8
☎090-5434-2957

会員証を提示
（電話予約要）

全メニュー15％ＯＦＦ
（東京サロン価格より30％ＯＦＦ）

リ・シェルＡｋｉ
会員証を提示

（電話予約要）

オイルリンパ6,600円を
3,300円に割り引き。
光脱毛体験1,080円

森の中のモビリティテーマパーク
「ツインリンクもてぎ」

茂木町桧山120-1
☎0285-64-0001

会員証を提示

会員であることを
告げる。

入場料を優待割引料金に。
（会員本人と同伴含め5人まで）

整体・足ツボ・アロマリンパ
トリートメント

（70分・90分・120分の3コース）
通常料金から約5～7％引き

La・Lijuneo【ラ リジュネオ】
○看護師考案の便秘改善・くびれ
　・腸セラピー・バランス整体など

宇都宮市駒生町1837-1 １階
☎028-666-7059

会員証を提示
（電話予約要）

予約時に「看護協
会 乳 が ん 検 診 利
用」の旨を伝える。
会員証（看護協会
職員は身分証明書
＝名刺か健康保険
証）を提示する。

冠
婚
葬
祭

レ
ス
ト
ラ
ン

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

エ
　ス
　テ

健
康
診
査

九州メディカルサービス㈱ 東京都台東区小島2-20-73
☎03-3863-8028

①シグバリスのストッキング２銘柄
（コットンハイソックス、ハイライト
ハイソックス）を１足から２０％の割
引価格で提供。②購入金額（税込
価格）が5,000円以上の場合は購
入金額の12.5％を更に割り引く。
③２足以上購入の場合は、ストッキ
ング着脱用ゴム手袋を進呈。

ヘ
ル
ス
ケ
ア
用
品

レ
ジ
ャ
ー

施
　設

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

会員だけのお得な特典がいっぱい!!リフレッシュ！健康増進！の優待特典

宇都宮市西川田287-1
ビッグツリースポーツクラブ
プラザ店内
☎028-684-1515

・全施術メニュー15％OFF・取
り扱いのボディーケア・フェイス
ケア用品全品5％OFF
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温
　泉

新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム

協力企業 優待内容 利用条件 所在地・TEL
鬼怒川パークホテルズ

湯けむりまごころの宿
「一心館」

鬼怒川プラザホテル

花の宿「松や」

ホテルサンシャイン鬼怒川

湯けむりの里「柏屋」

きぬ川ホテル三日月

鬼怒川温泉「山楽」

きぬ川不動瀧

ほてる白河湯の蔵

ホテル栂の季

渓流の宿 緑水

旅の宿 丸京

あさや

鬼怒川温泉ホテル

きぬ川国際ホテル

乃木温泉ホテル

日光市鬼怒川温泉大原1409
☎0288-77-1289

日光市鬼怒川温泉滝542-3
☎0288-77-0008

日光市鬼怒川温泉滝530
☎0288-76-1031

日光市鬼怒川温泉藤原19
☎0288-77-1221

日光市鬼怒川温泉大原1437-1
☎0288-77-2727

日光市川治温泉高原62
☎0288-78-0002

日光市鬼怒川温泉大原1400
☎0288-77-2611

日光市鬼怒川温泉大原1060
☎0288-76-2211

日光市鬼怒川温泉大原656-1
☎0288-76-2008

日光市鬼怒川温泉滝483
☎0288-76-0020

日光市鬼怒川温泉大原1438-1
☎0288-77-0002

日光市鬼怒川温泉滝861-3
☎0288-77-4001

日光市鬼怒川温泉大原1388-3
☎0288-76-0050

日光市鬼怒川温泉滝813
☎0288-77-1111

日光市鬼怒川温泉滝545
☎0288-77-0025

日光市鬼怒川温泉滝540
☎0288-77-0019

那須塩原市下永田1-993-11
☎0287-37-4126

会員証を提示
（電話予約要）

会員証を提示
（電話予約要）
会員証を提示

（電話予約要）
特別プラン等は除外

会員証を提示
（電話予約要）

現金のみ（クレジット不可）
除外日あり

会員証を提示
（電話予約要）

会員証を提示
（電話予約要）

会員証を提示
（電話予約要）

会員証を提示
（電話予約要）

会員証を提示
（電話予約要）

会員証を提示
（電話予約要）

会員証を提示
（電話予約要）

会員証を提示
（電話予約要）

会員証を提示
（電話予約要）

会員証を提示
（電話予約要）

会員証を提示
（電話予約要）

会員証を提示
（電話予約要）

会員証を提示
（電話予約要）
犬・猫同伴ホテル

宿泊料及び日帰り入浴料を10％引き
（本人含め5人まで）

宿泊料及び日帰り入浴料を10％引き
（本人含め5人まで）

宿泊料及び日帰り入浴料を10％引き
（本人含め5人まで）

宿泊料及び日帰り入浴料を10％引き
（本人含め5人まで）

宿泊料及び日帰り入浴料を10％引き
（本人含め5人まで）

宿泊料及び日帰り入浴料を10％引き
（本人含め5人まで）

宿泊料及び日帰り入浴料を10％引き
（本人含め5人まで）

宿泊料及び日帰り入浴料を10％引き
（本人含め5人まで）

宿泊料及び日帰り入浴料を10％引き
（本人含め5人まで）

宿泊料及び日帰り入浴料を10％引き
（本人含め5人まで）

宿泊料及び日帰り入浴料を10％引き
（本人含め5人まで）

宿泊料及び日帰り入浴料を10％引き
（本人含め5人まで）

宿泊料及び日帰り入浴料を10％引き
（本人含め5人まで）

宿泊料及び日帰り入浴料を10％引き
（本人含め5人まで）

宿泊料及び日帰り入浴料を10％引き
（本人含め5人まで）

宿泊料10％引き
（本人含め5人まで）

三井ホーム㈱栃木支店 宇都宮市平松本町1112-2
☎028-614-1131会員証を提示ご自宅や病院の新築・リフォーム

など３％割引

マルモコハウス（丸山木工所） 宇都宮市西原2-4-3
☎028-902-1008

会員証を提示
※会員及び会員から
　の紹介者にも特典

住友林業㈱
東京都豊島区西池袋1-11-1
メトロポリタンプラザビル17階
☎03-5956-2160 

井頭温泉チャットパレス 真岡市下籠谷41
☎0285-80-3311

会員証を提示
平日の宿泊に限る。
（休日前、ＧＷ・お盆・
年末年始期間は除外）

宿泊料金500円引き
夕食時にワンドリンクサービス
宿泊日とチェックアウト日は
隣接の真岡井頭温泉利用が無料

宿泊料及び日帰り入浴料を10％引き
（本人含め5人まで）
※記念日の旅行に記念品をご用意

住まいの新築・リフォームの見積
もり総額から５％割引・施行中の
仮住まい無料・建築士による建
物診断・リフォーム相談とも無料
ご新築やリフォームの工事、分
譲住宅（建売）のご購入に際し
ましては、会員割引をご利用で
きます。
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　日本看護学会－在宅看護－学術集会まで４ヶ月となりました。今年は第50回で節目の記念すべき
学会です。全国から1,200名の看護職がここ栃木県に参集予定です。事前参加登録は５月30日から
スタート。在宅看護の質の向上にむけて大いに議論いたしましょう。

学会準備委員長　馬込　公子

“栃木県の看護職” 集まれ！

2019年9月13日（金）～14日（土）
宇都宮市文化会館・宇都宮市総合コミュニティセンター

開催日

会　場
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編集後記編集後記編集後記編集後記

●材　料

●作り方

料理提供者：岡本台病院　Aさん

春菊を食べやすい大きさに切る。
白だし大さじ２杯と、お好みのオイル大さじ２杯をよく混ぜ、乳化させる。
切った春菊と、　を加えて完成。

　新年度がスタートしました。今年は年号も「平成」から「令和」に変わる中、広報委員も心機一転頑張り
ます。（小倉）

わたしの
on-off

写真提供：県西健康福祉センター　W氏

写真撮影

★かんたん春菊マリネ★

春菊 １袋
白だし 大さじ２杯
お好みのオイル 大さじ２杯

2019年5月11日（土）

看護の心をみんなの心に

5月12日は
 看護の日

主催：栃木県　公益社団法人栃木県看護協会　一般社団法人日本精神科看護協会栃木県支部　一般社団法人栃木県助産師会

会場 ： とちぎ健康の森
※詳しくは、栃木県看護協会ホームページ
　（http://www.t-kango.or.jp）をご覧ください。

毎年5月12日は「看護の日」。近代看護を築いたフローレンス・
ナイチンゲールの誕生日にちなみ制定されました。そして、
12 日を含む週の日曜日から土曜日までが「看護週間」です。
看護の日・看護週間メインテーマ「看護の心をみんなの心に」

記念行事　　　　　10:00 ～ 13:30

講師： 青田 賢之 氏
特定非営利活動法人福聚会 代表
真言宗智山派観音寺住職
栃木県生活支援体制整備アドバイザー
栃木県認知症介護指導者

  記念講演　　　13:30 ～ 15:00
「誰もが住み慣れた地域でくらし続けるために」
～地域共生社会をめざして～

まちの保健室
健康相談、血圧・体脂肪測定
ハンドケア、助産師の仕事紹介
AED 体験・その場でできる応急処置
災害支援ナース活動の紹介
訪問看護と介護保険相談
臓器移植について
骨密度測定 等

就職・進路相談室

キッズ白衣体験
現役看護職が相談にのります！

看護大会&
「看護の日」記念行事

参加
無料

栃木県看護大会式典 10:00 ～ 11:20
ふれあい看護体験発表 11:35 ～ 12:00

「心にのこる看護エピソード」 13:00 ～ 13:20
（朗読・表彰） 

※昼食は各自ご用意ください。 会場内指定箇所にて飲食可能です。
※駐車台数には限りがありますので、なるべく公共交通機関をご利

用ください。
※公共交通機関をご利用の場合… JR 宇都宮駅西口またはバス停
「東武駅前」より、関東バス10番（作新学院 駒生営業所方面行き）
に乗車、終点「駒生営業所」で下車。

夜桜、きれいに

撮れました。
夜桜、きれいに

撮れました。

事務局長・統括所長
交代

事務局長・統括所長
交代

統括所長
太田　恵美子

事務局長
井澤　純子
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 看護とちぎ


